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商流が複雑化した国内CCUSの発達（2040年頃を想定）

◆想定状況 (2040年頃想定)：

• CCSは国内・海外越境共に大きく拡大

• CCUが隆盛し ”カーボンニュートラル”
CO2の利用も進む（DACやバイオマス由来
の環境貢献価値の高いCO2の購入）

• 環境貢献価値のバーチャル取引も進展

◆ビジネスモデル：

（マルチエンド＋バーチャルでのCO2売買）

貯留サイト

エミッタープラント

液化CO2陸上輸送

液化CO2船舶輸送

CO2ガスパイプライン

新規貯留サイト

CO2利活用プラント

DAC設備

バーチャル取引

商用貯留の展開

適地における
DACSの拡大

需給調整や貯留コスト
最適化に向けた
ミルクラン船舶輸送

適地における
CCUコンビナート

貯留国の貯留地近傍
エミッターに加えて
国外CO2の受入

◼ CO2NNEXの提供価値：

 複雑化する商流をスムーズに接続

 複数のCCUSバリューチェーンをつないで
CCUSネットワークを構成

 CCUSネットワーク内で”CO2スマート
グリッド”のような柔軟性ある取引が実現
（需給の調整から双方向の取引など）

 集積データ活用でVCの最適化

 PFMを活用した新たなサービスビジネス
の萌芽

DAC/バイオマス由来の
カーボンニュートラル
CO2のバーチャル購入

海外
メタネーション
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課題と潜在的なニーズ

CCUSの普及に伴い、複数の事業者間での”U製品”や環境価値の取引がされたり、貯留・固定を通
じてクレジットや排出権等の価値に転換されたりする場合は、CO2をトレース・管理、そして定
量的に証明できる、共通なプラットフォームが重要になる

① 実体CO2の分離・回収量や由来に加え、計算値としての排出量などを統合的に対応できること
② “U製品”の需要側が、CO2観点での環境価値（量や由来）のPRや、製品へのCFPの配賦に対応できること
③ 第3者認証的な必要性に対応できること
④ CCUのプレーヤが集い、環境価値を使い合う事で、業界の垣根を超えた連携ができること
⑤ CCSの導入で複雑化するCO2の物流、金流、情報流が統合的に対応できること
⑥ CCUSの各プレーヤーが営んだ環境貢献の価値を、正しく享受したり支払ったりできること

これからのCO2管理に求められること
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CO2NNEXとは

テクノロジーで可能にする：

◼ CCUSバリューチェーン・データの集積（IoT, API等）

◼ チェーン内に流通するCO2を追跡（Traceability）

◼ 安全につながるプレーヤー（Blockchain、認証・認可）

◼ LCAやクレジット等と安全なデータ連携（API）

CCUSデジタルグリッドのプラットフォームとして

CO2に関わるあらゆるエコシステムをつなぎ、

環境貢献価値の流通と拡がりを加速することで、

カーボンニュートラルを最速に実現。

つなげて広げる価値提供：

 可視化・透明性の提供

 CO2来歴や固定・利用の証明と第三者認証への接続

 需要と供給間でのCO2の取引や需給調整

 CCUSのサービス事業者へ可用性のあるデータ提供

 CCUSバリューチェーンの最適化やシミュレーション

 CCUSバリューチェーン間をつなぐネットワーク形成

https://youtu.be/Rprhj23IGFI
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CO2NNEXの世界観

現実の世界におけるCCUS

（流通インフラストラクチャー）

サイバー世界でのデジタルツイン

（デジタルプラットフォーム）
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国内・海外におけるPoCの推進

下記フローはCO2NNEXを新規あるいは既存のCCS/CCU/CCUSプロジェクトに適用する検討プロセス。

国内および海外におけるCCUあるいはCCSプロジェクト※において、具体的にPoCの実施に向けて進捗。
※具体的名称は非公表につき差し控えさせていただきます。

ご
要
望
／
提
案

ヒアリング
課題感の共有
（会議の開催）

NDA締結
MoU締結

セッション開催
（数回）

Digital PoCの
計画・実施

Physical PoCの
計画・実施

実運用

• ゴール設定
• ユースケース概要
• 双方の役割
• 時間軸
• PoC実施の確認

現在最も進んでいるプロセス

＜PoC計画中のユースケース例＞

⚫既存のCO2流通のデジタル化・CCU化

⚫CO2フリー燃料製造における環境貢献価値の定量化 ⇒ 内1件 10/21プレスリリースいたしました

⚫CO2固定の環境貢献価値の流通

⚫大規模CCSバリューチェーンのデジタル化
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CO2NNEX R1画面のご紹介

【ご紹介する画面】

CO2NNEX
トップページ

ユーザーの
ホームページ

活動の追跡
（トレース）

証明書
（トレース）

申請書 証書
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大阪ガス株式会社様、日本IBM株式会社様
e-methaneサプライチェーンにCO2NNEXを活用して環境価値を可視化するPoC
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大阪ガス株式会社様、日本IBM株式会社様
e-methaneサプライチェーンにCO2NNEXを活用して環境価値を可視化するPoC
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その他CCUS関連サービスCCUSバリューチェーン最適化CO2取引＆マッチング証明書発行CCUS可視化

デジタルプラットフォーム
TM

合成メタンバリュー
チェーンにおける
CO2環境価値可視化

都市ガス
サプライチェーン

CCUS
バリューチェーン

その他利活用 貯留鉱物化エミッション

CO2環境価値

CO2環境価値
流通・移転

CO2回収 輸送 合成メタン

液化 輸送 ガス製造 移送 都市ガス顧客天然ガス生産
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某市様「回収から利用まで」へのCO2NNEX適用による貢献
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某市様「回収から利用まで」へのCO2NNEX適用による貢献

処理センター
における実証

処理センター
における本格展開

コンビナート
における大接続

CCSへの接続
によるCNK化

モデルの日本
展開C

C
U

S
流
通
量

年代イメージ令和5年

順序は進展状況に応じて柔軟です
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固定量の証跡
＋

カーボン
クレジット

固定量の証跡
＋

グリーン
プレミアム
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CO2NNEXで可視化する環境貢献価値

転換利用

貯留

エミッション キャプチャー 輸送

バリューチェーン全体のCO2収支
（固定化量※1＋漏洩量※3＋Scope1,2※2）

事業者のCO2収支
（回収量※1＋残存排出量※2＋Scope1,2※2）

誰のCO2がどこにどれだけ使われたか
（流通量※1＋漏洩量※3）

※1：実測および計算値、※2：計算値あるいは他社可視化システムとのAPI連携、※3：計算値、※4：セキュアなデータ提供

CO2削減価値の
金銭価値への転換
（第三者証明※4）
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CO2NNEXで流通する環境貢献価値

転換利用

貯留

エミッション キャプチャー 輸送

固定量の証跡
＋

カーボン
クレジット

固定量の証跡
＋

グリーン
プレミアム

より環境貢献価値の高いCO2を、
より経済性良く流通※2

CO2固定量の証跡を正しい所有者に正しく分配※1

（将来的にはクレジットとの連携）

※1：計算方法や所有者などのメソドロジーは制度設計が必要だがCO2NNEXはPoCを通じて提言、制度化後は実装
※2：回収CO2とその輸送・売買等のイベントを追跡し、需要と供給をマッチング


